
 

『第４回首都圏商談会』概要 
 

 

 

１．日 時：２００９年１１月２７日（金）１３：００～１７：００ 

                 

２．会 場：都市センターホテル ６０１ 

      〒102-0093 千代田区平河町２－４－１（03－3565－8211） 

 

３．プレゼンテーション企業（プレゼン順） 

  

（１）㈱マーマ食品     （岩手県花巻市） 代表取締役 伊藤 恒利 

（２）㈲伊豆沼農産     （宮城県登米市） 代表取締役 伊藤 秀雄 

（３）㈲BURUCE INTERFACE  （宮城県仙台市） 代表取締役 ﾌﾞﾙｰｽ ｳｨｯﾄﾚｯﾄﾞ 

（４）㈱コンド電機     （福島県浅川町） 代表取締役 近藤 善一 

 

４．出席者：「セールス支援ナビゲーター」約５０名 

 

５．次 第： 

 

（１）挨 拶 

   東経連事業化センター センター長 高玉昌一 

 

（２）セールス支援ナビゲート事業の説明 

   東経連事業化センター セールスプロモーション支援チーム 楠 宣夫 

 

（３）企業プレゼンテーション(実施予定時間) 

㈱マーマ食品      （１３：２０～１３：５０） 

㈲伊豆沼農産      （１３：５５～１４：２５） 

㈲BURUCE INTERFACE   （１４：３５～１５：０５） 

㈱コンド電機      （１５：１０～１５：４０） 

 

（４）企業別セールス会議  （１６：００～１７：００） 

 

 

以 上 
 

別 紙 1 





 
 

「セールス支援ナビゲート事業」の概要 

 

 

１．目 的：東北地域の中小ベンチャー企業に対する首都圏における販路支援の体制

づくりのため、企業とセールス支援ナビゲーターが「協同」して販路開拓活

動を行う。 

 

２．企業（プレゼンテーション）の選定基準 
・ 東北地域の文化特性を有した商品。 
・ 売れる商品を持ち、既に、販売実績がある。 
・ 首都圏に販売の出先機関（販売代理店を含む）を所有している。 
・ 経営者に積極姿勢がありセールス支援ナビゲーターと協同する意思がある。 
・ 経営が安定している。他 

 

３．セールス支援ナビゲーターの役割 
・ 営業ノウハウとして販路開拓先へのプレンゼンテーション内容・技術の指導 
・ 開拓企業情報の提供 
・ 参加企業への販路先リストの提供と「紹介」「斡旋」「協同での訪問」などによる成約まで

の誘導 
・ 参加企業への業界情報、市場情報などの提供    

 
 

４．セールス支援ナビゲーターの資格 
 首都圏での販路ネットワークを有する組織・団体・個人の企業ＯＢ人材であること。 
（主な参加グループ） 
 ●ジャパン・レップ・ネットワーク合同会社  ●ＮＰＯ法人ヴイエムイ 
 ●イーノス株式会社             ●株式会社匠ネット 
 ●日本セールスレップ協会 など 
 
５．販売契約（成功報酬契約） 

・ セールス支援ナビゲーターが、販路開拓を行う場合、参加企業とセールス支

援ナビゲーター（組織・団体・個人）の間で「成功報酬契約」を締結する。 
・ 報酬ならびに期限は、セールス支援ナビゲーター（組織・団体・個人）との

間で決定する。 
 

 
 

以上 

 

 

 

別 紙 ３ 




